
■環境大臣賞 （東大阪市立玉川中学校２年 森田 友梨さん） 

 ちりも積もれば山となる エコが積もれば地球が輝く 

■「エコ・ファースト推進協議会」優秀賞 （東村山市立八坂小学校３年 本橋 隼人さん） 

 木を植えて 次の世代へ 緑のたすき 

■日本ことわざ文化学会賞 （高砂市立米田西小学校６年 杉原 杏由子さん） 

 種ひとつ わたしの瞳に 森林（もり）映る 

   
  ※加盟企業賞は次ページ以降で紹介しております。なお、各受賞作品は表彰団体や企業が環境・CSR活動 
  への取り組みを推進する上でのスローガンなどとして利活用していく予定です。 
  また、表彰式は12月に東京ビッグサイトで開催される日本最大級の環境展示会「エコプロ2016」において 
  12月10日(土)12時30分から イベントステージ（東2ホール／2－902）で執り行う予定です。 

 環境省から環境先進企業として認定を受けた「エコ・ファースト企業」による自主運営組織「エコ・ファー

スト推進協議会」（2009年12月9日設立、加盟39社）は、環境省の後援、全国小中学校環境教育研究会の協力

を得て、7月1日から9月9日まで、全国の小中学生から創作ことわざ「エコとわざ」を募集しました。 
 昨年に引き続き、最優秀作品には「環境大臣賞」（1点）、その他「エコ･ファースト推進協議会」優秀賞、

日本ことわざ文化学会賞（各1点）、各加盟企業賞（27点）の合計30作品を表彰します。 
 本協議会では、2015年12月のCOP21において、2020年以降の地球温暖化対策の枠組である「パリ協定」が

採択されたことや、2016年5月にG7伊勢志摩サミットが開催されたことを受け、「美しい地球を未来につなぐ

ために、私たちは何をしたらよいのか」を考える機会を全国の小中学生に提供することで、国民の環境意識の

啓発に寄与したいと考え、本コンクールを開催いたしました。 
 応募作品953点を審査委員会※及び各企業にて厳正に審査を行い、以下の通り受賞作品を決定しました。 
  ※日本ことわざ文化学会 会長 時田昌瑞氏(ことわざ研究家）をはじめとする有識者、及び主催者によって構成。 
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主催：エコ・ファースト推進協議会 後援：環境省 協力：全国小中学校環境教育研究会 
第７回「エコとわざ」コンクール審査結果発表 
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エコ・ファースト推進協議会 
議 長 ： 和 田  勇 
（積水ハウス株式会社  会長） 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 
エコ・ファースト推進協議会 事務局（積水ハウス㈱ コーポレート・コミュニケーション部 内） 

TEL：（東京）03-5575-1740 （大阪）06-6440-3440 HP：http://www.eco1st.jp/ 

≪日本ことわざ文化学会 総評≫ 
 

今年の夏は五輪の話題で賑わったため、金メダルなどを組み入れたことわざが数多く見られ、エコ活動と結びつける小学生のバイ
タリティのある発想に感心しました。また私たちが提案した「ことわざを作ってみよう」のコラムを読まれたようで、口調も随分よくなっ
ていました。来年は飛躍を期して5・7・5のリズムを卒業し、多様な調子の作品づくりに挑戦してみませんか。歯切れのよい「よく
学びよく遊べ（5・5）」、実用的な「早寝早起き病知らず（7・6）」、イメージが明瞭な「富士の山も一歩から」（6・4）など、
創作の参考になるでしょう。皆さんのエコとわざが着々と自然環境の改善への力になっています。 



■加盟企業賞  （「エコ・ファースト企業」認定順） 

  ・ ビックカメラ賞 （川崎市立上丸子小学校４年 小林 祇龍さん） 
   使おう、省エネ家電、財布にやさしく、地球にもやさしい 

  ・ ユニー賞 （常滑市立常滑西小学校２年 杉江  輝俐さん） 
   エコリンピック ちきゅうがニッコリ金メダル 

  ・ キリン賞 （都立大塚ろう学校城東分教室３年 原 健人さん） 
   ぼくにもできるよ マークをみつけてリサイクル 

  ・ ライオン賞 （江戸川区立松本小学校３年 佐々木  鈴音さん） 
   エコかいぎ したら深まる 家族の輪 

  ・ ＬＩＸＩＬ賞 （常滑市立常滑東小学校６年 柿園  美波さん） 
   未来を守ろう 心のキレイは 地球のキレイ 

  ・ 積水ハウス賞 （沼津市立第三小学校１年 三善  優花さん） 
   あおいほし くろやはいいろ まぜちゃだめ 

  ・ ＮＥＣパーソナルコンピュータ賞 （宇都宮大学附属中学校３年 田中 紗貴さん） 
   豊かな自然を次世代に繋ぐ エコリレー 私は地球の代表選手 

  ・ リマテックホールディングス賞 （北区立王子小学校４年 樋口 果音さん） 
   環境を  考える気持ちが エコの種   心に植えて 育てよう 

  ・ 三洋商事賞 （東大阪市立玉川中学校２年 内倉  寧々さん） 
   リサイクル皆で地球を守りたい 

  ・ ＡＮＡ（全日本空輸）賞 （さいたま市立桜木中学校１年 小泉 あかりさん） 
   モッタイナイ 世界にひろがる エコロジー 

  ・ タケエイ賞 （静岡学園中学校２年 近藤  崚さん） 
   残そう化石燃料 使おう自然エネルギー 皆で止めるぞ 地球温暖化 

  ・ 電通賞 （中央区立明石小学校１年 山尾 詞葉さん） 
   だいこんのへた  たわしになるよ  たのしいね 

  ・ 住友ゴム工業賞 （ 練馬区立大泉中学校２年 千秋 華さん） 
   省エネは、明日へとつなぐ、未来のバトン 

  ・ 川島織物セルコン賞 （常滑市立鬼崎北小学校３年 勝見 咲香さん） 

   花もさく みどりのカーテン  すずしいな 
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■加盟企業賞  （「エコ・ファースト企業」認定順） 

  ・ クボタ賞 （江南市立布袋小学校１年 竹市 琉人さん） 
   じゃぐちをキュッ ぼくもママも地球も笑顔 

  ・ 熊谷組賞 （常滑市立常滑西小学校２年 伊藤  梨紗さん） 
   わたしがとる！ぼくがとる！エコオリンピックの金メダル！ 

  ・ 戸田建設賞 （広陵町立真美ヶ丘第二小学校４年 和里田 愛実さん） 
   リユースでつながるしあわせ バトンリレー 

  ・ ニッポンレンタカーサービス賞 （桜井市立初瀬小学校５年 平林 祐樹さん） 
   そのエンジン少しとめると地球がよろこぶ 

  ・ ワタミ賞 （学習院女子中等科２年 東瀬 美咲さん） 
   植物由来をかしこく選択 地球と財布に優しく洗濯 

  ・ 辻・本郷税理士法人賞 （知立市立知立小学校６年 長谷川 由奈さん） 
   エコ活動 地球の元気は 私の元気 

  ・ 一条工務店賞 （大垣市立興文小学校４年 村上 顕光さん） 
   エコのため なくすものは ぼくのエゴ 

  ・ スーパーホテル賞 （横浜市立子安小学校１年 舘野 立煌さん） 
   たべのこし、なくして、ぼくもちきゅうも げんきモリモリ！ 

  ・ ブリヂストン賞 （大垣市立興文小学校５年 渡部 藍花さん） 
   かぎりある 地球のしげんを 未来へと 

  ・ リクルートホールディングス賞 （大田区立嶺町小学校４年 永井 詩乃さん） 
   持物は、ハンカチ・ティッシュ・エコバッグ 

  ・ 大成建設賞 （春日部市立武里小学校５年 土澤 祐希さん） 
   今もなお 地球の資源は 自然だけ 

  ・ アジア航測賞 （東大阪市立玉川中学校２年 石飛 大地さん） 
   分別とは世界の行方も分けている 

  ・ 西松建設賞 （刈谷市立小垣江東小学校１年 丹 幸生さん） 
   でんきのけしわすれ さいごのチェックは ぼくがする 
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